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森
脇
勇
人
後
援
会
だ
よ
り 

二
〇
〇
七
年
五
月
発
行

合
併
後
二
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
後
援
会
の
皆

様
に
は
、
益
々
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。

一
昨
年
（
平
成
十
七
年
）
四
月
の
松
江
市
議
会

議
員
選
挙
に
お
き
ま
し
て
は
、
後
援
会
の
皆
様
に

は
身
に
余
る
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
松
江
市
議
会

議
員
と
し
て
活
動
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

こ
と
を
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
合
併
に
伴
い
四
十
八
名
の
市
議
会
議
員

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
皆
様
す
で
に
ご
存
知
の
方

も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
私
は
三
十
名
を
擁
す
る

保
守
系
最
大
会
派
「
松
政
ク
ラ
ブ
」
で
活
動
し
て

お
り
ま
す
。
議
会
で
は
、
経
済
委
員
会
委
員
と
基

地
等
対
策
特
別
委
員
会
委
員
長
、
公
共
交
通
検
討

委
員
会
委
員
を
務
め
、
今
年
度
か
ら
は
建
設
環
境

委
員
会
、
議
会
運
営
委
員
会
、
宍
道
湖
・
中
海
問

題
等
対
策
特
別
委
員
会
の
委
員
、
ま
た
松
政
ク
ラ

ブ
の
副
幹
事
長
を
務
め
て
い
ま
す
。
松
政
ク
ラ
ブ

は
、
松
江
選
挙
区
の
議
員
十
六
名
と
八
束
郡
選
挙

区
の
議
員
十
三
名
で
構
成
し
て
お
り
、
市
政
に
対

す
る
責
任
会
派
と
し
て
新
市
の
融
合
一
体
化
を
推

進
し
、「
合
併
し
て
よ
か
っ
た
」
と
言
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
日
々
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

合
併
前
、
旧
美
保
関
町
議
会
議
員
と
し
て
合
併

協
議
に
協
議
会
委
員
と
し
て
参
加
し
、
合
併
後
の

協
議
内
容
の
遵
守
ま
た
新
市
の
融
合
一
体
化
、
一

市
七
町
村
の
特
色
を
い
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
訴

え
ま
し
た
。

新
松
江
市
の
融
合
一
体
化
に
つ
い
て
は
、
昨
年

ま
ち
づ
く
り
指
針
が
示
さ
れ
又
、
公
民
館
の
あ
り

方
に
つ
い
て
も
最
終
答
申
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
特

色
あ
る
事
業
や
よ
い
内
容
の
事
業
が
協
議
さ
れ
、

選
択
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
後
も
市
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
伺
い
、
市
政

に
反
映
で
き
る
よ
う
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ど
う
か
ご
支
援
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

定
住
対
策

私
は
町
議
の
と
き
か
ら
一
貫
し
て
定
住
対
策
を
訴
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ

れ
は
松
江
市
に
な
っ
て
も
か
わ
り
ま
せ
ん
。
定
住
対
策
と
は
、
雇
用
の
創
出
や

教
育
環
境
、
商
業
施
設
、
病
院
、
公
共
交
通
な
ど
総
合
的
に
考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
松
江
市
の
あ
る
べ
き
姿
、
都
市
計
画
を
し
っ
か
り
と
た
て
、

「
ま
ち
づ
く
り
」
を
行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
一
つ
一
つ
を

積
み
上
げ
て
提
言
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

簡
易
水
道
、
水
道
事
業
の
一
本
化

現
在
旧
松
江
市
で
は
、
上
水
道
事
業
は
受
益
者
負
担
一
〇
〇
％
、
上
水
道
よ

り
も
簡
易
水
道
が
高
く
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
逆
に
旧
町
村
の
簡
易
水
道
料
金

は
安
く
設
定
さ
れ
て
お
り
五
年
を
目
途
に
激
変
緩
和
措
置
が
と
ら
れ
ま
す
。
私

は
合
併
協
議
会
で
「
旧
松
江
市
と
旧
町

村
で
は
文
化
が
ち
が
う
」
と
発
言
し
ま

し
た
。
そ
れ
は
、
旧
町
村
は
助
け
合
い
の

精
神
の
も
と
簡
易
水
道
で
も
み
な
同
じ

料
金
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
新
松
江
市
市

民
が
み
な
同
じ
料
金
設
定
に
な
る
よ
う

提
案
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Vol.2

初
心
に
返
っ
て
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

1
、提
案
し
ま
す　

2
、質
問
し
ま
す

3
、報
告
し
ま
す　

4
、行
動
し
ま
す

4つの決意

若さ、情熱、行動力！！
新しい力で地域が動く…。

森脇勇人後援会 公式ホームページ　http://www.moriwaki-hayato.jp

新
松
江
市
の
発
展
の
た
め
に	

松
江
市
議
会
議
員　

森

脇

勇

人

重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す



公
共
交
通
に
つ
い
て

私
は
こ
の
二
年
間
、
公
共
交
通
体
系
整
備
計
画
策
定
委
員
会
に
四
八

名
の
議
員
代
表
と
し
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
様
々
な
提
言
、

意
見
を
述
べ
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
こ
の
度
の
公
共
交
通
に
つ
い
て
の

取
り
ま
と
め
が
出
来
ま
し
た
の
で
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

全
体
に
つ
い
て
は
、
市
内
を
市
営
バ
ス
、
郊
外
を
一
畑
バ
ス
が
行
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

美
保
関
町
の
変
化

①
中
高
生
通
学
助
成
事
業

今
ま
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
（
町
民
バ
ス
）
の
割
引
だ
け
で
し
た
が
、

一
畑
バ
ス
、
交
通
局
、
日
の
丸
バ
ス
、
Ｊ
Ｒ
、
一
畑
電
車
な
ど
が
、
割
引
の
対

象
に
な
り
、
国
立
・
市
立
中
学
校
及
び
高
等
学
校
等
通
学
生
の
通
学
定
期

券
月
額
一
万
円
を
超
え
る
額
の
二
分
の
一
が
補
助
さ
れ
ま
す
。（
資
料
参
照
）

②
菅
浦
、
稲
積
な
ど
今
ま
で
バ
ス
が
入
ら
な
か
っ
た
地
区
に
も
バ
ス
が
入

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

③
渡
船
が
廃
止
に
な
り
、
境
港
ま
で
（
宇
井
〜
Ｊ
Ｒ
境
港
駅
往
復
）
の

バ
ス
が
運
行
し
ま
し
た
。

④
利
用
し
や
す
い
よ
う
、
一
部
運
行
時
間
の
調
整
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑤
平
成
十
八
年
四
月
よ
り
美
保
関
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
利
用
促
進
協
議

会
を
立
ち
上
げ
て
頂
き
、
各
種
団
体
の
代
表
の
皆
さ
ん
に
利
用
促
進
に

つ
い
て
協
議
を
し
て
頂
き
、
地
域
の
意
見
が
く
み
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
バ
ス
の
利
用
促
進
に
ご
協
力
下
さ
い
。

公
民
館
に
つ
い
て

先
般
、
公
民
館
制
度
検
討
委
員
会
の
最
終
答
申
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
の
で
ご
報
告
し
ま
す
。

こ
の
検
討
委
員
会
は
、
平
成
十
七
年
十
一
月
に
設
置
さ

れ
新
松
江
市
と
し
て
の
新
た
な
公
民
館
制
度
が
検
討
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

個
人
的
に
は
公
民
館
運
営
費
の
取
り
扱
い
な
ど
さ
ら
に

検
討
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

検
討
委
員
会
八
回
、
検
討
小
委
員
会
三
回
、
旧
町
村
公

民
館
・
自
治
連
代
表
者
意
見
交
換
会
一
回
が
開
催
さ
れ
各

地
域
協
議
会
で
意
見
聴
取
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

公
民
館
制
度
検
討
委
員
会
最
終
答
申
よ
り

◯
公
民
館

旧
町
村
に
は
各
一
館
の
設
置
。
旧
松
江
市
は
現
行
設
置

単
位

◯
地
区
公
民
館

美
保
関
町
五
な
い
し
六
館
、鹿
島
町
三
館
、宍
道
町
一
館
、

島
根
町
一
館
の
設
置

◯
分
館

島
根
町
一
館
、
美
保
関
町
十
六
館
、
八
雲
町
二
館
の
設
置

◯
実
施
時
期

　

平
成
二
十
年
度
を
目
途
。
地
区
館
、
分
館
の
地
区
集
会

所
へ
の
移
行

分
館
に
つ
い
て
は
、
概
ね
平
成
二
十
三
年
、
地
区
館
に

つ
い
て
は
、
概
ね
平
成
二
十
七
年
を
目
途
に
、
地
元
自
治

会
等
が
管
理
す
る
地
区
集
会
所
等
へ
段
階
的
に
移
行
す
べ

き
と
考
え
ま
す
。

（公共交通検討委員会資料より）



美保関町地域の主な事業　〈平成19年度松江市予算分〉
美保関町地域の主な事業を紹介します。

○定住拠点用地整備事業（つるべ湾の造成事業について護岸工を施工）L−138.5m … 85,600千円

○河川排水路改良工事（治水対策として河川及び排水路の改良を行うもの）法田川他市内20ヶ所

○道路整備事業　才軽尾線
　　L＝795m　W＝ 5 m … 36,765千円（平成17〜21年。総事業費202,000千円）

■下水道関係 （単位：千円）

事 業 名 予 算 額 事 業 の 概 要

公 設 浄 化 槽
建設改良事業

（公設浄化槽事業）
111,730

国・県支出金 市　　債 そ の 他 繰 入 金

15,914 71,400 9,813 14,603

集合処理方式の採用がコスト面で不利である家屋点在地域の住宅に、市が個別合併処理浄化槽を設置し、
生活環境の改善と公共用水域の水質保全を図る。
○主要事業

・公設浄化槽の設置工事（全地区）　予定基数（（　）内は既管理基数）
旧松江市域（150）…… 41基を設置　　八雲町（301）…… 26基を設置
美保関町 （    3）……  6 基を設置　　八束町（    4）……  5 基を設置
鹿島町（28）、島根町（0）、玉湯町（57）及び宍道町（1）…… 各 3 基ずつを設置

集落排水施設
建設改良事業

（集落排水事業）
548,930

国・県支出金 市　　債 そ の 他 繰 入 金

249,500 290,500 8,930 0

農業・漁業集落において、生活環境の改善と公共用水域の水質保全を図るため、汚水の集合処理施設を整備する。
○主要事業
　・美保関町（整備完了目標は平成21年度末）
　　福浦地区…… 管路布設工事及び処理場施設建設工事　　笹子地区…… 管路布設工事
　　雲津地区及び惣津地区…… 実施設計　　　　　　　　　法田地区及び諸喰地区…… 基本計画策定
　・美保関町以外の地域は全て整備完了済
　・ 鹿島町内の本郷・一矢・講武北及び宮内の各施設を、順次恵曇地区特定環境保全公共下水道へ接続

し、処理場施設を統廃合して施設管理の効率化を図る。

下水道建設改良事業
（下水道事業）

3,126,031

国・県支出金 市　　債 そ の 他 繰 入 金

793,100 2,193,200 137,436 2,295

計画区域内の汚水を排除・処理し、生活環境の改善と公共用水域の水質保全を図るため、公共下水道施設
の整備を行う。（流域下水道整備負担金を含む。）
○主要事業
　・管 路 布 設 工 事 ……  旧松江市域、美保関町（七類地区特定環境保全公共下水道）
　　　　　　　　　　　 八雲町、玉湯町及び宍道町
　・処理場建設工事 ……  美保関町（七類地区特定環境保全公共下水道 … 平成19年度一部供用開始予定）
　・実　施　設　計 ……  美保関町（森山地区特定環境保全公共下水道）

■ケーブルテレビ
事 業 名 予 算 額 事 業 の 概 要

ケーブルテレビ
施設整備事業

（地域情報基盤整備事業）
482,538

国・県支出金 市　　債 そ の 他 繰 入 金

187,750 280,000 14,788

美保関町、八雲町、玉湯町、宍道町、八束町地域において、民間有線放送事業者に財政支援をすることにより、
そのサービス提供エリアの拡大を促し、テレビ再送信サービス、高速インターネットサービス、IP電話サービスな
どの高度情報サービスを住民が利用できる環境を整える。
○事 業 内 容　・平成17年度（9月補正）…… 電柱調査、詳細設計

　　　　　　・平成18年度 ………………… 第 1 期工事（八雲町、玉湯町、宍道町）
　　　　　　・平成19年度 ………………… 第 2 期工事（美保関町、八束町）

○提供サービス　・テレビ再送信（住民生活情報・防災情報の提供難視聴対策）
　　　　　　・高速インターネット　・IP電話

○運 用 開 始　・平成19年 4 月〜八雲町、玉湯町、宍道町
　　　　　　・平成20年 4 月〜美保関町、八束町

○事 業 主 体　・山陰ケーブルビジョン㈱

加入料及び例月利用料

①新規加入時
通常時

▶
キャンペーン時

加　入　金 52,500円 　　　0円

引込工事費 10,500円 10,500円

計 63,000円 10,500円

②例月利用料　　通常のマーブル基本チャンネル利用料金�……�2,100円／月

　※宅内工事費は、加入者が実費を負担する。



（
討
議
資
料
）

−入会申込み・問い合わせ−　森脇勇人後援会事務局　〒690−1311 松江市美保関町七類142　TEL 0852−72−3265

平
成
十
七
年
六
月
議
会

■
広
域
的
な
連
携
に
つ
い
て

旧
美
保
関
町
で
開
催
さ
れ
た
宍
道
湖
・
中
海
水
域
ア
ゴ

す
く
い
サ
ミ
ッ
ト
は
、約
一
〇
〇
名
の
皆
様
に
美
保
湾
で

の
伝
統
漁
業
ア
ゴ
す
く
い
を
経
験
し
て
い
た
だ
き
、国
の

登
録
有
形
文
化
財
建
造
物
で
あ
る
美
保
館
旧
館
に
お
き

ま
し
て
美
保
関
の
伝
統
や
文
化
に
触
れ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。こ
れ
は
、地
元
の
実
行
委
員
会
が
企
画
さ
れ
た
も
の
で

す
が
、人
が
人
を
呼
び
、多
種
多
彩
な
方
々
が
参
加
さ
れ
、

こ
れ
か
ら
の
中
海
・
宍
道
湖
圏
域
の
水
産
、文
化
、観
光
、

政
治
を
テ
ー
マ
と
す
る
に
は
格
好
の
人
脈
を
つ
な
ぐ
会
で

あ
っ
た
と
私
は
思
い
ま
す
。

新
松
江
市
に
お
い
て
は
境
港
市
、米
子
市
、安
来
市
、出

雲
市
、斐
川
町
な
ど
、中
海
・
宍
道
湖
圏
、ま
た
日
本
海
を

共
有
す
る
自
治
体
や
国
、隠
岐
の
町
村
と
ふ
え
て
い
き
、さ

ま
ざ
ま
な
問
題
で
の
協
議
が
今
ま
で
以
上
に
ふ
え
て
く
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

■
公
共
交
通
機
関
に
つ
い
て

旧
美
保
関
町
内
は
大
人
二
〇
〇
円
、通
学
に
つ
い
て
は

小
学
生
、中
学
生
、高
校
生
、専
門
学
校
生
は
無
料
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
が
運
行
さ
れ
て
お
り
ま
す
。し
か
し
、

美
保
関
町
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
か
ら
松
江
駅
ま
で
は
学
生
割

引
の
三
カ
月
も
の
─
半
額
で
す
が
、約
六
万
円
か
か
り
ま

す
。一
年
間
で
は
約
二
十
四
万
円
の
交
通
費
が
か
か
り
ま

す
。高
校
生
を
持
つ
親
御
さ
ん
の
中
に
は
、半
額
の
片
道
定

期
を
購
入
し
て
車
で
送
迎
、仕
事
を
や
め
て
送
迎
さ
れ
て

い
る
方
々
も
多
く
見
受
け
ら
ま
す
。

こ
れ
は
、単
に
料
金
が
高
い
か
ら
と
い
う
だ
け
で
は
な

く
、バ
ス
の
運
行
時
刻
や
乗
り
か
え
な
ど
の
不
便
さ
に
よ

る
も
の
も
ご
ざ
い
ま
す
。ま
た
、宍
道
支
所
か
ら
松
江
駅

ま
で
の
距
離
と
、美
保
関
支
所
か
ら
松
江
駅
の
距
離
は
ほ

と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
の
で
す
が
、宍
道
駅
か
ら
松
江
駅
間

十
七
キ
ロ
は
Ｊ
Ｒ
路
線
で
三
二
〇
円
で
す
が
、美
保
関
支

所
か
ら
松
江
駅
間
は
一
畑
バ
ス
、町
民
バ
ス
の
乗
り
継
ぎ

で
九
三
〇
円
か
か
り
ま
す
。こ
れ
は
Ｊ
Ｒ
線
の
境
港
か
ら

米
子
を
経
由
し
て
松
江
駅
ま
で
の
四
六
・
八
キ
ロ
、八
二
〇

円
よ
り
も
高
い
料
金
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、交
通
弱
者
の
方
は
、幾
ら
高
い
か
ら
と

い
っ
て
も
、そ
れ
を
利
用
し
な
い
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

私
は
、公
共
交
通
は
ま
ず
利
便
性
と
運
賃
、特
に
バ
ス
を
常

時
使
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
交
通
弱
者
の
方
々
へ
の
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
が
望
ま
れ
る
と
思
い
ま
す
。そ
の
た
め
に
は
、

現
在
一
畑
バ
ス
が
行
っ
て
い
る
旧
優
待
券
を
発
行
さ
れ
て

い
た
ん
で
す
が
、そ
れ
に
似
た
六
十
五
歳
以
上
定
期
券（
エ

バ
ー
グ
リ
ー
ン
パ
ス
）、こ
う
い
っ
た
も
の
に
近
い
サ
ー
ビ

ス
が
学
生
や
一
般
の
方
々
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
、今
一
〇

分
違
え
ば
都
合
の
悪
い
乗
り
物
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
の

で
、的
確
な
運
行
時
間
を
把
握
し
て
利
用
者
に
応
じ
た
運

行
を
す
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

■
支
所
と
ま
ち
づ
く
り
予
算
に
つ
い
て

各
支
所
に
お
い
て
、決
裁
権
が
な
い
た
め
本
所
で
聞
い

て
ほ
し
い
な
ど
の
回
答
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
聞
こ
え
て

き
ま
す
。

地
域
ま
ち
づ
く
り
予
算
に
つ
い
て
は
、今
後
、支
所
長
に

お
い
て
地
域
ま
ち
づ
く
り
指
針
と
地
域
ま
ち
づ
く
り
予

算
の
執
行
計
画
が
作
成
さ
れ
、予
算
の
執
行
に
つ
い
て
は
、

事
業
規
模
や
金
額
、内
容
に
応
じ
て
効
率
か
つ
適
正
な
予

算
執
行
を
図
る
必
要
の
あ
る
も
の
は
本
庁
で
執
行
し
、迅

速
か
つ
円
滑
に
予
算
執
行
を
図
る
必
要
が
あ
る
も
の
は
支

所
長
及
び
支
所
の
課
長
の
専
決
区
分
に
応
じ
て
支
所
で

執
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
漂
着
ご
み
の
対
策
に
つ
い
て

新
松
江
市
に
は
、県
管
理
漁
港
六
港
、市
管
理
漁
港
十
二

港
、重
要
港
湾
一
港
、県
管
理
港
湾
一
港
、市
管
理
港
湾

二
十
五
港
と
各
海
水
浴
場
や
海
岸
と
い
っ
た
新
た
な
財
産

が
で
き
、さ
ま
ざ
ま
な
利
点
が
あ
る
か
わ
り
に
管
理
に
つ

い
て
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、日
本
海
沿
岸
で

は
既
に
各
地
域
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
海
岸
漂
着
ご
み
で

あ
り
ま
す
。海
岸
漂
着
ご
み
に
つ
い
て
は
、漂
着
し
た
海
岸

の
管
理
自
治
体
が
処
理
を
し
な
く
て
は
な
ら
ず
、今
後
、処

理
方
法
に
つ
い
て
の
対
応
が
必
要
で
す
。

早
急
に
実
態
を
調
査
し
、県
と
も
協
議
し
て
し
か
る
べ

き
対
策
を
講
じ
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

平
成
十
七
年
十
二
月
議
会

■
国
勢
調
査
の
結
果
に
つ
い
て

平
成
十
七
年
の
国
勢
調
査
の
結
果
速
報
が
発
表
さ
れ
、

合
併
後
、特
例
市
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
松
江
市
も
戦

後
初
め
て
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。平
成
十
二
年
の
国
勢

調
査
の
十
九
万
九
、二
八
九
人
か
ら
二
、七
〇
八
人
の
減
、

十
九
万
六
、五
八
一
人
と
な
り
ま
し
た
。

人
口
減
を
抑
制
す
る
た
め
に
、旧
市
町
村
で
は
定
住
対

策
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。例
え
ば
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

バ
ス
の
運
行
、下
水
道
の
整
備
、住
宅
地
の
造
成
、新
規
事

業
や
第
三
セ
ク
タ
ー
の
運
営
に
よ
る
雇
用
の
創
出
な
ど
さ

ま
ざ
ま
で
す
。新
松
江
市
の
建
設
計
画
に
は
、そ
ん
な
旧
市

町
村
の
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
へ
の
夢
や
希
望
が
盛
り
込

ん
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、合
併
し
て
有
利
な
起
債
が
で
き
る
特

例
債
も
、基
本
で
あ
る
交
付
税
の
算
定
基
準
の
見
直
し
等

で
減
額
を
な
さ
れ
た
の
で
は
、使
う
に
使
え
な
く
な
り
事

業
の
先
送
り
と
い
う
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

■
人
口
減
少
と
そ
の
対
策
に
つ
い
て

住
宅
地
を
求
め
る
に
当
た
っ
て
は
、安
価
な
も
の
を
求

め
て
い
く
と
い
う
の
が
皆
さ
ん
の
お
考
え
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。旧
美
保
関
町
で
は
、国
勢
調
査
に
よ
る
と
、前
回
調

査
よ
り
約
五
〇
〇
人
の
人
口
が
減
少
し
て
お
り
ま
す
。毎

年
、大
体
一
〇
〇
人
の
人
が
町
の
中
か
ら
失
わ
れ
て
い
く

わ
け
で
す
が
、そ
う
い
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、定
住
対
策

等
を
考
え
、い
ろ
い
ろ
な
事
業
を
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

し
た
。

今
回
、中
期
財
政
計
画
の
中
で
住
宅
団
地
に
つ
い
て
の

も
の
は
、五
年
内
で
な
く
て
五
年
後
に
と
い
う
こ
と
で
先

送
り
さ
れ
て
い
る
事
業
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、そ
う
い
っ

た
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
も
、ぜ
ひ
も
う
一
度
御
一
考
い
た

だ
い
て
、た
だ
つ
く
っ
て
売
る
と
い
う
こ
と
で
な
く
て
、付

加
価
値
を
つ
け
て
何
ら
か
の
、今
な
か
な
か
売
れ
な
い
土

地
を
売
る
努
力
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
継
続
事
業
と
新
規
事
業
に
つ
い
て

十
七
年
度
か
ら
新
た
に
始
め
ら
れ
た
事
業
は
本
来
合

併
時
の
継
続
事
業
を
完
結
し
、新
規
を
見
送
る
と
い
う
の

が
妥
当
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

住
宅
団
地
の
建
設
事
業
、旧
町
村
で
は
住
宅
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
も
策
定
し
て
い
ま
す
。旧
美
保
関
町
は
、一
番
人
口

の
減
少
が
進
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。年
間
約
一
〇
〇
人

が
減
っ
て
い
ま
す
。

美
保
関
町
も
含
め
ま
し
て
島
根
町
、鹿
島
町
、ス
ペ
ー
ス

が
な
い
と
こ
ろ
で
、定
住
促
進
住
宅
と
い
う
こ
と
を
当
時

の
町
が
考
え
ま
し
た
。

こ
れ
は
、大
変
お
金
も
か
か
る
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
見
直
し
も
必
要
だ
と
は
思

い
ま
す
が
、そ
れ
に
か
わ
る
ど
ん
な
プ
ラ
ン
を
し
て
い
く

の
か
と
い
う
こ
と
が
大
事
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　■
定
住
対
策
に
つ
い
て

定
住
対
策
を
推
進
す
る
た
め
の
セ
ク
シ
ョ
ン
、企
業
誘

致
活
動
を
推
進
す
る
セ
ク
シ
ョ
ン
を
設
け
る
こ
と
に
は
大

賛
成
で
あ
り
期
待
も
し
て
お
り
ま
す
。先
ほ
ど
述
べ
ま
し

た
よ
う
に
、定
住
対
策
を
今
ま
で
し
て
こ
な
か
っ
た
わ
け

で
な
く
、過
疎
地
域
の
定
住
対
策
は
旧
町
村
で
取
り
組
ま

れ
て
き
た
内
容
の
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。合
併
し
て
旧
町

村
が
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、旧
町
村
で
の
取
り
組

み
、対
策
な
ど
引
き
継
が
れ
て
い
き
、よ
り
よ
い
内
容
に
し

て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。土
地
対
策
の
よ
う
に
、な

か
な
か
方
針
が
決
ま
ら
な
く
長
々
と
検
討
す
る
の
で
は
な

く
、的
確
に
判
断
い
た
だ
き
、行
動
を
速
や
か
に
起
こ
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
。

平
成
十
八
年
三
月
議
会

■
公
共
用
地
跡
地
に
つ
い
て

ガ
ス
局
跡
地
、市
立
病
院
跡
地
、県
立
プ
ー
ル
跡
地
の

利
用
計
画
を
明
確
に
示
し
て
欲
し
い
。公
有
財
産
の
貸

付
、売
却
促
進
、市
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
有
効
活
用
、例

え
ば
P
F
I
事
業
で
の
活
用
な
ど
も
含
め
て
、調
整
す
る

部
署
を
つ
く
り
、ま
た
有
効
利
用
に
つ
い
て
の
計
画
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
。

■
定
住
対
策
に
つ
い
て

先
送
り･

保
留
に
さ
れ
て
い
る
事
業
の
中
に
は
、古
江
団

地
、鹿
島
の
本
郷
地
区
住
宅
団
地
、島
根
町
の
マ
リ
ン
タ
ウ

ン
加
賀
公
営
住
宅
、美
保
関
町
の
定
住
拠
点
団
地
、八
雲

の
宮
谷
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
団
地
、玉
湯
の
湯
の
里
ま
ち
づ

く
り
事
業
市
営
住
宅
、灘
地
区
集
会
所
な
ど
が
含
ま
れ
て

い
ま
す
。こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
旧
町
村
の
人
口
の
少
な
い

地
域
で
の
過
疎
対
策
の
意
味
合
い
が
深
い
事
業
ば
か
り
で

す
。し
っ
か
り
と
し
た
定
住
対
策
に
つ
い
て
の
検
討
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
、定
住
対
策
を
推
進
す
る
た
め
の
セ
ク
シ
ョ
ン
、企

業
誘
致
活
動
を
推
進
す
る
セ
ク
シ
ョ
ン
を
設
け
る
こ
と
に

大
賛
成
、期
待
を
し
て
い
る
。

平
成
十
八
年
九
月
議
会

■
北
朝
鮮
の
脅
威
と
防
衛
計
画

県
庁
所
在
地
で
唯
一
原
子
力
発
電
所
と
レ
ー
ダ
ー
サ
イ

ト
を
持
つ
松
江
市
は
北
朝
鮮
の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
る
可
能

性
を
否
定
で
き
な
い
。ミ
サ
イ
ル
防
衛
計
画
、迎
撃
ミ
サ
イ

ル
の
配
備
、イ
ー
ジ
ス
艦
の
配
備
、寄
港
地
の
整
備
な
ど
、

近
隣
の
出
雲
市
、境
港
市
、米
子
市
な
ど
防
衛
施
設
の
あ
る

自
治
体
と
共
同
し
て
国
へ
の
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

■
隠
岐
汽
船
の
経
営
悪
化
に
と
も
な
う
寄
港
地
の

廃
止
や
減
船
に
つ
い
て

隠
岐
汽
船
の
経
営
悪
化
は
七
類
港
を
有
す
る
松
江
市

に
と
っ
て
、観
光
客
誘
致
一
、〇
〇
〇
万
人
構
想
に
影
響
が

で
な
い
か
。民
間
レ
ベ
ル
で
は
隠
岐
と
の
交
流
は
盛
ん
に

行
わ
れ
て
い
る
。例
え
ば
隠
岐
と
の
交
流
事
業
、観
光
事
業

や
隠
岐
汽
船
を
使
っ
た
イ
ベ
ン
ト
な
ど
隠
岐
汽
船
の
利
用

促
進
に
協
力
で
き
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

■
漁
業
振
興
と
活
性
化
策
に
つ
い
て

今
後
の
水
産
振
興
に
は
、つ
く
り
育
て
る
漁
業
を
は
じ

め
、豊
か
な
漁
業
環
境
の
整
備
や
水
産
加
工
品
の
ブ
ラ
ン

ド
化
な
ど
、ハ
ー
ド
、ソ
フ
ト
と
も
に
考
え
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。し
か
し
な
が
ら
、現
在
の
状
況
は
、漁
港
港
湾
の
改

修
事
業
な
ど
の
ハ
ー
ド
事
業
に
追
わ
れ
、ブ
ラ
ン
ド
の
推
進

や
観
光
と
の
連
携
と
い
っ
た
ソ
フ
ト
事
業
が
ま
ま
な
ら
な

い
状
況
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。も
っ
と
ソ
フ
ト
事
業
を
、特

に
観
光
と
の
連
携
に
つ
い
て
取
組
む
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

■
支
所
の
役
割
と
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

様
々
な
合
併
協
議
を
経
て
出
来
上
が
っ
た
新
松
江
市
、

そ
の
中
に
は
水
道
料
金
の
激
変
緩
和
措
置
や
ゴ
ミ
袋
の

料
金
、公
民
館
の
あ
り
方
、目
的
基
金
の
使
わ
れ
方
な
ど
多

く
の
取
り
決
め
事
項
も
あ
り
ま
し
た
。一
方
、地
方
交
付
税

の
減
額
措
置
や
税
収
の
減
少
、ま
た
合
併
前
に
想
定
し
な

か
っ
た
事
業
の
取
り
組
み
な
ど
も
あ
り
地
域
財
政
見
通
し

な
ど
に
よ
り
事
業
の
見
直
し
が
は
か
ら
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、合
併
後
、話
が
違
っ
た
と
か
サ
ー
ビ
ス
が
悪
く

な
っ
た
と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
す
。例
え
ば
、健
康
診
断

や
相
談
事
業
、税
金
申
告
の
説
明
な
ど
各
地
区
へ
の
巡
回

サ
ー
ビ
ス
。合
併
後
は
そ
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
、

高
齢
者
や
交
通
弱
者
の
住
民
に
は
不
便
を
か
け
て
い
ま

す
。住
民
に
と
っ
て
何
が
サ
ー
ビ
ス
な
の
か
、具
体
的
な
取

り
組
み
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

■
地
域
協
議
会
に
つ
い
て

地
域
振
興
を
図
る
上
で
、各
公
民
館
か
ら
は
さ
ま
ざ
ま

な
要
望
や
提
案
が
な
さ
れ
、市
長
部
局
か
ら
各
部
に
振
り

分
け
ら
れ
対
応
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。同
じ
よ
う
に
地
域

協
議
会
か
ら
の
要
望
や
提
案
は
支
所
部
局
か
ら
各
部
に

振
り
分
け
ら
れ
対
応
さ
れ
る
も
の
と
だ
と
思
い
ま
す
。し

か
し
、現
在
う
ま
く
機
能
し
て
い
な
い
。地
域
協
議
会
で
、

市
長
か
ら
も
っ
と
諮
問
を
さ
れ
る
べ
き
だ
し
、地
域
協
議

会
は
も
っ
と
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
要
望
や
提
案
を
だ
す

べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。ぜ
ひ
活
性
化
す
る
よ
う
に
ご
指
導

い
た
だ
き
た
い
。

森
脇
勇
人
は
、松
江
市
議
会
に
お
い
て
積
極
的
に
質
問
に
立
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
松
江
市
議
会
で
行
っ
た
質
問
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

議

会

報

告

1．�名称／本会は森脇勇人後援
会と称する。

2．��目的／本会は森脇勇人君の
社会的･政治的活動を支援
し、地域の発展に寄与すると
共に、元気で魅力的な美保関
町の実現を図ることを目的
とする。

3．��事業／本会はその目的達成
のために、会報、パンフレッ
トその他資料の作成配布、後
援会および研修会の開催、調
査、研究その他本会の目的達
成に必要な事業を行う。

〈主な経歴〉
・�美保関町消防団惣津分団長
・�美保関町商工会青年部長
・�島根県商工会青年部連合会副会長
・七類小学校PTA会長
・北小学校PTA会長
・�美保関中学校PTA会長
・�松江市PTA連合会会長
・松江市消防団美保関方面団副団長

森脇勇人後援会規約

▲詳しくは松江市議会ホームページをご覧ください。　http://www.city.matsue.shimane.jp/jumin/gikai/

森脇勇人プロフィール
蘆昭和38年9月5日美保関町惣津に生れる　43歳
蘆美保関北中学校、松江商業高校卒業。
蘆高校時代は、野球部で投手・主将を務める。
蘆中石産業㈱勤務の後、父が亡くなり、片江プロパン代表
蘆美保関町町議会議員（二期）
蘆地域安全推進委員

古紙配合率100％再生紙を使用しています




